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IHI等は分解されて悪臭聯の衛生imにおけるｲﾐ具合

は発生しておらず、利lijfiからの蒜ｉＷはない。

棚田に学ぶ環境教育

―その教材的価値の検討と実践研究一

３まとめ 徳島Mi1J鵬IIilⅡＩ上'1朧町上勝'１，学校藤本リリニ

当実践で建築したトイレ小屋は、木材を主に利

川して、壁にはﾆﾋや竹をIlillル、デザインも１１１１級

を堆本とし、嫌の小屋として周llllとの進flI感を』j・

えないものができたと思われる。吾らに、トイレ

として2002年12j]末段lIHrで延べ100人近くの利)Ⅱ

があったが、鰹;L等は発生しておらず利ＩⅡ稀から

不満などは113かれていない。したがって、環境と

共生し、まわ')の風二tとの違和感がないうえに、

トイレとしての機能を十分にMiえており、環境教

行の拠山としてふさわしいものであると考える。

また、参力Ⅱした大学2kは、１ｺ分たちの手で沢か

ら水をリlき、森の水を切Iハイ了を拾うなどして、

できるだけ周IjIll二あるl:|然を利Ⅲして'1,A1を造っ

た実践を通して、賓iMiのiIIi環について学び、山で

働く体験を自分のものとしものをつくる弾ぴを

知ったようである。′I､雁が完成後は、ここを拠点

として、小屋造りを通して自らの体験を深めた学

生がインタープリターとな'〕、′I､学生、Ｉｌｊ学生を

対象とした森での環境紋ﾌﾟ｢を腱IHIしていく-F定で

ある。

１はじめに

１１本各地には山から流れ１１}す水を補え、稲を育

て11本のlZl｣:を守I)、命をｆ『んできた棚田（千枚

111）がある。地域の|]然や雑らしの姿を学ぶとき

には、それを見ていく窓のようなものが必要にな

る。棚}11には、その役削が101侍できる。授業突践

をj、じて身近な地域獺材である棚、の環境教ｆ『教

材としてのlillHiliの検討を[１桁した。

２実践の内容

１１勝小学校の６flH化22名が主として総合的な学

稗の１１$llIjの`１１で全|盃111111m百選（農林水産省趨定）

の一つ「樫lj}〔の棚Ⅲ」を主な学習フィールドに

「iIIIIlのパンフレットを作ろう」をテーマとして

喪銭した。

水実践の対象となった児揃は４年２kにおいて総

合学習「lillll'たんけんたい」の学習を行っている。

ｄｲ１K生の学1Wをポートフォリオ・雌斬llil・紀録の

写』,(などを迦してl1iiI)返ることからﾘ：践はスター

トした。企lIIIi会縦では棚ⅡIのパンフレットを作る

ｉｉＩ･lihiを話し合い、’111ⅡⅡの取材を1%I始した。平行し

て学校周辺の棚田で生き物やM[物を綱ぺたり、全

I型1のlllIH1i?｢逆のある']治体に手紙をlllしてその地

域の棚Ⅲについて知った。

棚11]を考える会に協力していただき、棚Ⅱ1を守

I)続けてきた人々の工夫や努力（石flIiみ、ロ|;、米

作I)、ＩⅡ水路等）を探った。苔らに棚田と谷川、

周辺の森との関係をiiMlべ、ピオトープとしての棚

H1を理解した。一万、棚IIJ米を通じて地域の過疎

や岡齢化、IM1Hの舵朧の１１１１Mmも考えた。

これまでの取材･をもとに「｣2勝つ]乙斬ｌｌｌ１｣、「パ

ンフレット」とホームページを作成した。雌後に

見えてきた｣山城のiIM越、環境のllllRuについてＩ:1分

の考えや思いを出し合い語り合った。

IMIuのパンフレット作I)にかかわる体験活Ilillや

調べ学習をj、して地域のlHlHuや雛らしのiilL題と

環境我がVOL､1Ｊ」
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いったことにもIHI心が漆まI)、地域の111】題と未来

をそこに１１１活する者として考えていく主体的な意

識の育成に寄与することができた。

え、石概みがiWfる。棚IHは米の生産の場としての

水、と司うよりも、嫌らしの｣111iとしてのⅢんぼで

ある。棚田の持つ豊かで大きな敬育力は学校だけ

ではその力を１１k大限にﾘ|き}l}せない。地域とのつ

ながりが自然に求められ、「もの」・「こと」．「ひ

と」のllU係が班かに結ばれていく。今後も棚H1の

３成果と課題

ウエビングマップによる棚IHの敬材性の検討や

1年ｌＩｌｌの典跳をj皿して棚Ⅲの牧材的な価liliが次の

ように明らかになった。

。｣山城をjiLていく切I)'二Iとしての棚川の愈雑

（棚、を皿して、環境、くらし、腿難、醗史、人

のかかわりが見えてくる｡）

・地域を知り、そのよさが分かI)､地域にかかわっ

ていこうとするlIiIIIlの役1Ii1l

（これから生きていく地域をどうするかについ

て考えることができる｡）

・棚lHの持つ多iiiin9な機能を理解する過租でもの

の見方を深めていくことが可能

（１１M題解決する力や総合的な認識ﾉ｣を育てる）

なおウエビングマップによる教材性の検討につ

いては以1..に報告した。「藤本勇二，2003,棚Ⅲに

学ぶ子どもたち－地域にかかわり１号Ｉら学ぶ子と,も

のf『成一，現境教frVOL､１２Ｎ0.2ＭＡＲ53-61」

鵬業、Ｉ:l鱗、生き物、水利、食、人、文化、膿

史辨、棚川の教材が持つ多im的な機能と教育刀は、

地域の自然や幕らし、環境を｣Ｍｲｴ的に理解し、地

域の一日として生活や文化を継承しながら自分に

できる方法で環境を守り、よりよい環境を作I)I皇Ｉ

然と共存することのできる溢衡や能力を育てるこ

とに効果があると｝ﾄﾞﾘ１０「できた。

iIlll題として学習の成果物をゴールとして没定す

る今回の学Ｗ課税では、パンフレットやホーム

ページといった成果物のイメージを児竃が共ｲIす

ることに時'１１１を要することである。また棚Ｈ１の1M

場懸附のように農家が直iniする切実なIlll麺をIHI）

_上げる際は扱うh1i棚や協力いただくゲストテイー

チャー等多様な立糊や視点が求められることであ

る。

教材.の可能性を11kげていきたい。

４おわりに

棚ｍはそこにいけば多様なii1i1MIが生まれ、学び

が生まれるUlrと考える。棚111を吹き抜けろ風が伝

fiW42r数奇VOL､13-Ｊ




